
データで捉える地域課題・地域経済2021 
Analyzing regional issues and economics by data in 2021

当プロジェクトでは、各グループに分かれ、地域の各アクターとも連携しなが らプロジェク

トを運営している。多様な研究を行っているため、様々な成果がでている。そう した成果を、

中間報告会、最終報告会という形で持ち寄り意見交換しながら進めている

氏川グループは、横浜市内での経済・企業・環境に関する情報について、春学期は主としてオ

ンラインで検証しつつ、横浜市の経済において、各企業やその環境対応に関する各種のエビデ

ンスを明らかにすることにつとめた。池島グループでは、これまで取り組んできたテーマ「農

業の地域循環、経済の地域循環」を踏まえ、第一に、農と食に関する資源循環を取り上げ、食

料残渣を活用した堆肥化、その堆肥化を利用した農産物生産、その農産物を利用した飲食店経

営といったサイクルに伴う資源循環と経済循環を測定しました。第二に、箱根町の「産業の多

様性」を測定したうえで、宿泊事業と飲食事業、交通事業の連携の可能性を通じた新しい産業

育成のアイディアを提起した。相馬グループは、三つの班に分かれ、｢ワークライフバランスと

ワークライフインテグレーションはジェンダーを平等に貢献するか｣、｢ポストコロナ時代の日

本型ICT教育｣、｢コロナ禍における学校給食と貧困児童に対する影響分析｣について各班で実状

の課題から様々な検証を行なっている。居城グループは、地域経済における様々な事象に対し、

推計やアンケート、統計を取り、考察していった。その中で、お互いに質問や意見をぶつけて

いくことで、個人では得ることのできなかった手法や結果、考察を生み出した。

■学生：64名 担当教員：相馬直子、氏川恵次、池島祥文、居城琢

■連携・協力：横浜市政策局 関口昌幸様

地域経済への多様なアプローチ
Diverse approaches to the local economy


